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総務文教常任委員長報告 

（H２８．９．２９） 

 総務文教常任委員会に付託されました議案について、審査の経過概要と 

結果を報告いたします。 

 まず、第１号議案、平成２８年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）所管

分について、その主な内容は、 

総務費では、自治体の情報セキュリティ強化対策、及び社会保障・税番号

制度の総合運用テスト実施支援に係る、電算管理経費の増額補正、 

また、地方財政法の規定に基づき、前年度決算剰余金の一部を財政調整基

金に積み立てるための、財産管理経費の増額補正、 

消防費では、大井分団消防ポンプ格納庫建築に係る、消防施設整備事業費

の増額補正、 

教育費では、小中学校の施設修繕のための、学校施設管理経費の増額補正 

であります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

なお、指摘要望事項として、小中学校の施設修繕に係る増額補正について

は、当初予算額を大幅に上回る額が補正予算に計上されていることから、今

後は、当初予算において、所要額を適切に措置されるよう望むものでありま
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す。 

 

次に、第６号議案、平成２８年度亀岡市神前財産区特別会計補正予算（第

１号）については、地域振興のための繰出金の増額補正であり、別段異論な

く、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

次に、第７号議案、亀岡市議会議員及び亀岡市長の選挙における選挙運動

用自動車の使用等の公営に関する条例の一部改正については、公職選挙法施

行令の一部改正に伴い、選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポスター作

成の公営に要する経費について、その限度額を引き上げようとするものであ

ります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

次に、第８号議案、亀岡市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の

一部を改正する条例の一部改正については、放課後児童健全育成事業の対象

児童に係る経過措置について、その対象となる学年を小学校の長期休業日に

限り、第６学年まで拡大しようとするものであります。また、放課後児童会

の適正な管理運営に支障が生じないと認める児童会については、小学校の長

期休業日に限らず、通年で受け入れをするものであります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し
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ました。 

次に、第９号議案、亀岡市文化財保護条例の一部改正については、文化財

の保護、継承を図るため、文化財の指定及び選定の手続きを見直すとともに、

文化財保護委員会に専門事項を調査する専門委員を設置すること等を行うも

のであり、別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきもの

と決定しました。 

 以上、簡単でありますが、本委員会の報告といたします。 
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